
第３学年 学級活動(2)指導案 

                      平成 21 年６月２日（火）５校時 ３年教室 

T1:学級担任   

T2:栄養教諭   

 

１ 題材名   「なんでも食べる子 大作せんをかんがえよう」 

（（キ）食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成） 

 

２ 題材設定の理由 

昨年度の 11月に学級活動「やさいをもりもり食べよう」で、野菜は体にとって大切な働きがあることを学び、

残さず食べていこうとする意欲が高めまった。その結果野菜を食べる量が少しずつ増え、クラス全体の食べ残

し量も半分に減少した。一方、肉だけを拾い食べしたり促されてやっと野菜を食べたりするなど、主体的に好

ききらいなく食べている児童は少ない。しかし成長期を向かえていく児童が具体的な体験や活動を生かし、自

分の食生活を見直していくことは望ましい食習慣を形成していく上で意義深いと考える。そこで、食べ物が体

を作っていることに気づかせ、健康な体を作るために主体的に好ききらいなく食べようとする児童を育てたい

と考え、本題材を設定した。 

本時は、始めに先週の残べ残し調べから自分の食べ残し方や食べた量を振り返る。次に、食べ物と栄養との

関連について栄養教諭から話を聞き、自分の食べ方が栄養の偏りにつながっていないかをワークシートで確か

める。さらに体が食べ物を作っていることに気づくはたらきかけを通し、好ききらいなく食べるための具体的

な実践目標を自ら考えさせることにより改善につなげたい。 

 

３ ふくしまっ子食育指針「食べる力」との関連 

食べる力の要素 ○期 待 す る 姿 

食生活や健康に主体的に

かかわる 

○ 食べ物は体を作るもとであることがわかり、好き嫌いなく食べるようとするこ

とができる。 

 

４  実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の目標 

食べ物は体を作るもとであることがわかり、好き嫌いなく食べるための具体的な実践目標を自ら考えること

ができる。 

 

 

       【給食の時間】 

栄養教諭による残菜調査 

 

【課題】「食べ方に偏りがある児童

が多い。」   

【目標】食べ物は体を作るもとで

あることがわかり、好き嫌いなく食

べるための具体的な実践目標を自

ら考えることができる。 

       本時 

【学級活動】 

「なんでも食べる子 

大作戦を考えよう」 

    給食時間に「ワーク

シート」で確認 

     【学級】 

 ・がんばっている児童の称賛 

   

【家庭】 

・ワークシートへメッセージを記入 

・給食だよりで野菜料理の紹介 

・学級懇談会、個別懇談会での啓発 

関連（2 年時） 

【学級活動】 

「やさいをもりもり食

べよう」 



 

６ 展 開 

段

階 

学習活動・内容 時間 

形態 

指導上の留意点  ※評価 資料 

Ｔ１ Ｔ２ 

活

動

の

開

始 

１ 本時の課題をつかむ。 

(1) これまでの給食の残べ残し

から、自分や級友の実態に気

づく。 

 ・肉料理は残っていない。 

 ・野菜を食べ残している。 

 

 

5 

分 

一

斉 

○ 前日の残べ残しの写真や

絵グラフから、食べ物によ

って食べ残し量に差があ

ることに気づくようにす

る。 

 

○給食の食べ残し状況の

絵グラフを提示する。 

 

 

 

 

･給食の

食べ残し

写真と絵

グラフ 

 

 

 

 

 

活

動

の

展

開 

２ 食べ物にあるはたらきを知る。 

  ・牛乳や肉や魚･･･ 

筋肉や骨をつくる。 

・野菜･･･ 

つかれにくい体を作る。 

かぜをひきにくくする。 

・ごはんやﾊﾟﾝやじゃがいも･･･ 

うごく時のエネルギー 

をつくる。 

 

３ きょうの給食をグループ分

けする。 

 

 

 

 

 

 

４ 好きな食べ物と苦手な食べ

物を色分けし、気づいたことを

発表する。 

 

 

 

５ 体が食べ物を作っているこ

とを知る。 

・筋肉や骨だけでなく、まつげ

や髪の毛も食べ物からできて

いる。 

・まばたきや心臓の動きも食べ

ものが力になっている。 

5 

分 

一

斉 

 

 

 

 

15

分 

個

別 

↓

一

斉 

 

5 

分 

一

斉 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワークシートを配布し、食

べ物とはたらきを線で結ぶ

ように指示する。 

 

 

 

 

 

○つかれにくい体を作っ

たり、かぜをひきにくくする

はたらきをする食べ物が苦

手であることに気づかせる。 

 

 

○好ききらいなく食べる必

要性に気づかせる。 

 

 

 

 

 

○ 食べ物のおもなはたら

きを３つのグループに

わけて知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○グループ分けをしたワ

ークシートの答えを確

かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○体は食べ物でできてい

ることを理解できるよ

うに、イラストを使って

イメージできるように

する。 

･主な食

べ物と働

きを示す

イラスト 

･給食の

食材イラ

スト 

 

･ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

･体と食

べ物の関

係をイメ

ージでき

るイラス

ト 

 

なんでも食べる子 

大作せんをかんがえよう。 

○ 自力でグループ分けが難しい児童もいるので、答

え合わせをしながらグループ分けができるように

支援する。 



活

動

の

ま

と

め 

５ 自分が取り組む好ききらい

なく食べる作戦を考え、発表す

る。 

 

 

 

 

15 

分

個

別 

 

 

 

 

 

 ･ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

７ 評価規準 

  ○ 好ききらいなく食べるための作戦を自分で考え、実践することができる。 （技能・表現） 

  ○ 食べ物が自分の体を作っていることを理解している。        （知識・理解） 

 

８ 準備・資料等 

○ 食べ残しの絵グラフ 

○ 当日の給食の材料とおもな働きのイラスト 

 

９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なんでも食べる子大作戦を 

考えよう 

食べ残しの写真と絵グラフ 

食べ物のはたらき         人の体はたべもので 

できている 

※ 自分の食べ方を振り返り、好ききらいなく食べて

いく作戦方法を考えることができたか。 

（発表・ワークシート） 

○取り組みやすい具体的な作戦を考えることができる

よう個別に支援する。 

 

給食の材

料のイラ

スト 

体と食べ物

の関係をイ

メージでき

るイラスト 

きん肉やほねを作る 

つかれにくい体をつくる 

かぜを引きにくくする 

うごく時のエネルギーを

つくる 


